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卒業・進級おめでとうございます。卒業・進級おめでとうございます。
いよいよ明日卒業式となりました。保護者の皆様におかれましては、職場

実習や進路決定に関わり、ご協力･ご支援いただきありがとうございました。

おかげさまで充実した取組を行うことができました。感謝申し上げます。

あと１週間経つと平成２９年度がスタートします。新年度へ向けた準備も、

ご支援のほどよろしくお願いいたします。

当校を卒業するときには社会生活が待っています。そのため生徒た

ちは「立派な社会人」になれるように、夢を描きながら、一歩一歩前進し

ようとしてます。

社会生活では、細かに頻繁に支援をしてもらえる環境は少ないです。

今までの学校生活のように目の前に誰かがいて、常に教えてくれる、支

えてくれるという環境ではありません。連絡帳があるわけではありませ

んし、欠席したら「具合どうですか？」と連絡をもらえるわけではありま

せん。休めば給料は減りますし、つじつまが合わない行動があれば信

頼も失います。社会人として責任がついて回るようになります。

障がいがあるから何でも許される訳ではありません。卒業した後は「社会人としての自覚と行

動」が本人にも保護者にも求められるようになるのです。

３年生は社会人まで、あと１週間です。自分の進路先でしっかりと取り組んでいく、「意欲と覚

悟」が必要です。そして仕事を任せてもらえるかは、自分自身の言動から信頼されるかどうかに

かかっています。良いスタートができるように、気持ちや用具の準備はもちろんのこと、書類の提

出など、しっかり行いましょう。

２年生はいよいよ最高学年になります。それと共に進路実現に向けて４月から動き出します。

自分の進路（夢）は思い描けていていますか？ 後輩の模範になりつつ、できること、できない

ことをしっかりと見極め、自分に合った進路を実現していきましょう。

１年生はこの一年で川西分校でどんな勉強をしていくのか、しっかり理解できたと思います。２

年時には今まで学んだことを当たり前にできるようにする。そして学校での経験と学習を通して、

自分の得意なこと、不得意なこと、がんばればできること理解し、を来年の今頃「私には○○が

合っている」と進路適性を考えられるようになってほしいです。

それぞれの立場で、それぞれの生活が待っています。

新年度の新生活で飛躍していきましょう！！

- 2 -

どんな進路を選んだらいいんだろう

あるテレビ番組で「仕事をする上での幸福度」を話していました。その中では、仕事を「やりたい

こと」と「できること」を指標として、どのような仕事に就けると幸せかということを次のように分類し

ていました。(ここでは与えられた仕事が「できる」「できない」という内容です)

② ①

④ ③

もし皆さんが、このどれかの仕事に就くとしたら・・・。
①の仕事に就けると良いですよね。一番幸福度が高いのは言うまでもないですが、日本社会全

体の数%程度という話もあるそうです。この仕事に就ける人はごくわずかのようですので、本当に幸
せなことですね。
④はやめた方が良いと思います。多くの人の場合、「やりたくない」ということで避けることが多い

と思います。もし仕事に就いたとしても、「やりたくない」「できない」という仕事は本人がつらいです
し、周りで一緒に働く人もつらいです。
③は現場で仕事はできないけど、やりたい仕事だから「楽しい」と思えてしまうかもしれません。

しかし、仕事のミスマッチになってしまい、「仕事にならない」とか「給料を払うまでではない」と評価
されがちです。
②は「やりたくないことを仕事にするのは辛いよ～」、「うわぁ～たいへんだよ～」と感じると思い

ますが、実際の仕事はできるという状態です。最初のうちは、本人は嫌がるかもしれませんが、仕
事をしていく中で「できる」「できた」と実感し、「褒められてうれしい！」から、「やってよかった」と感
じ方が変化していくと思うのです。

卒業して仕事を続ける上では、自分の実態に合った仕事を見付けると良いですよね。しかし見
付けるためには、自分のできること・できないこと、得意なこと・不得意なことが分かっていることが
大切です。得意なことを理解せず、「やりたいこと」だけ求めていくと、不得意な仕事にたどり着く場
合があります。その場合相手からは良い評価はもらえません。実際に今までの進路指導の中で
は、やりたいことを求めた結果、できない仕事を就職先として希望し、内定をもらえないということを
繰り返している人もいました。

卒業後の生活を考えたときに、実態把握や支援、教え込みは一番身近にいる保護者に求めら
れます。生徒と共に保護者も得意・不得意を把握し、家族で相談する機会を持ち、本人にあった進
路選択を考えていきましょう。

不明な点があれば、いつでもお問い合わせください。

新潟県立小出特別支援学校川西分校
TEL ０２５－７６８－３３２５
FAX ０２５－７６８－３３７１
担当;進路指導部 細井哲明 佐藤正高 黒木里佳
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